
別表第４ 施工管理記録様式
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様　式

（出来形管理関係）

１ （表紙）

２－１

２－２

３－１

３－２

３－３

３－４

３－５

３－６

４

（品質管理関係）

５－１

５－２

５－３

６－１

６－２

７ Ｘ － Ｒ s － Ｒ m 管 理 図

杭 打 ち 成 績 表

度 数 表

測 定 結 果 一 覧 表

鋼 管 溶 接 測 定 結 果 一 覧 表

鋼 管 溶 接 、 塗 覆 装 点 検 表

Ｘ － Ｒ 管 理 デ ー タ シ ー ト

Ｘ － Ｒ 管 理 デ ー タ シ ー ト

Ｘ － Ｒ 管 理 図

Ｘ－Ｒ s－Ｒ m 管理データシート

Ｘ－Ｒs－Ｒm管理データシートの２

目　 　次

名　 　称

出 来 形 管 理 図 表 品 質 管 理 図 表

出 来 形 管 理 図 表

管 水 路 ジ ョ イ ン ト 間 隔 測 定 結 果 一 覧 表

埋 設 と う 性 管 た わ み 量 管 理 表

鉄 筋 組 立 検 査 結 果 一 覧 表
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出
来
形
管
理
図
表

品
質
管
理
図
表

種
　
　
目

　

１
．
出
来
形
（
品
質
）
管
理
図
表
は
、
本
表
紙
様
式
に
よ
り
、
工
種
毎
に
綴
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
小
規
模
工
事
に
つ
い
て
は
、
監
督
職
員
の
承
認
を
得
て
、
全
工
種
分
を
一
括
綴
り

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
所

２
．
種
目
は
、
基
準
高
、
厚
さ
、
幅
等
と
記
入
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
所

注
）

（
出
来
形
管
理
関
係
）

様
式
　
１

平
成
　
　
　
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
事

受
注
会
社
名



様式　２－１

記入事項 測定箇所図

１． 「工種名」は、掘削（基準高（Ｖ））、フルーム（厚さ（Ｔ））、橋台
工（中心線のズレ（e））等と記入する。

２． 「番号」の欄は、施工順位を記入し、「測点」の欄は当該測点
番号を記入する。

３．

出 来 形 管 理 図 表

管理基準値
Ａ

規格値
Ｂ

番号 月 日 測点
設 計 値
Ｃ

工　事　名 受注会社名

工　種　名

実 測 値
Ｄ

設 計 値
と の 差
Ｅ＝Ｄ－Ｃ

管理基準
値との差
Ｆ＝¦Ａ¦-¦Ｅ¦

設計値との差

測  定
単  位

＋ － ＋ －

測　 定 　者

Ｆを算出する¦Ａ¦値は、Ｅ＞０の場合は＋側の値を、Ｅ≦０の場
合は－側の値を用いる。また、¦Ａ¦値が＋側か－側の片方、
若しくは両方にない場合は、その符号側はＦ＝「－」とする。

５．

「月日」の欄は測定年月日を記入する。

４． 設計値との差の単位を定め、目盛りに数値を記入する。

    



様
式
　
２
－
２

注
）
出
来
形
管
理
で
２
０
点
以
上
の
場
合
使
用
す
る
。

（
－
）

設
　
計
　
値
　
と
　
の
　
差

（
＋
）

（回）数度

測
　
 定
 　
者
 

度
　
　
　
数
　
　
　
表

工
　
事
　
名

受
注
会
社
名

工
　
種
　
名

平
　
成
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日
　
現
　
在



設
 計

 値
Ｃ

測
点

番
号

Ｆ
を

算
出

す
る

|Ａ
|値

は
、

Ｅ
＞

０
の

場
合

は
＋

側
の

値
を

、
Ｅ

≦
０

の
場

合
は

－
側

の
値

を
用

い
る

。
ま

た
、

|Ａ
|値

が
＋

側
か

－
側

の
片

方
、

若
し

く
は

両
方

に
な

い
場

合
は

、
そ

の
符

号
側

は
Ｆ

＝
「
－

」
と

す
る

。
4
.

1
.
「
工

種
名

」
は

、
掘

削
（
基

準
高

（
Ｖ

）
）
、

フ
ル

ー
ム

（
厚

さ
（
Ｔ

）
）
、

橋
台

工
（
中

心
線

の
ズ

レ
（
e
）
）
等

と
記

入
す

る
。

　

測
　

 定
 　

者
 

3
.
「
月

日
」
の

欄
は

測
定

年
月

日
を

記
入

す
る

。

2
.
「
番

号
」
の

欄
は

、
施

工
順

位
を

記
入

し
、

「
測

点
」
の

欄
は

当
該

測
点

番
号

を
記

入
す

る
。

管
理

基
準

値
Ａ

規
格

値
Ｂ

測
  
定

単
  
位

記
入

事
項

＋
－

＋
－

＋
－

実
 測

 値
Ｄ

月
 日

管
理

基
準

値
と

の
差

Ｆ
＝

|Ａ
|-

|Ｅ
|

設
 計

 値
と

 の
 差

Ｅ
＝

Ｄ
－

Ｃ

様
式

　
3
－

1

実
 測

 値
Ｄ

測
 定

 結
 果

 一
 覧

 表

工
　

事
　

名

工
　

種
　

名

設
 計

 値
Ｃ

管
理

基
準

値
と

の
差

Ｆ
＝

|Ａ
|-

|Ｅ
|

受
注

会
社

名

番
号

設
 計

 値
と

 の
 差

Ｅ
＝

Ｄ
－

Ｃ
月

 日
測

点

管
理

基
準

値
Ａ

規
格

値
Ｂ

測
  
定

単
  
位

＋
－



工　事　名 受注会社名

工　種　名 測　 定 　者 

様式　３－２

鋼 管 溶 接 測 定 結 果 一 覧 表

測定位置
実　　　測　　　値

管理基準値 摘　　　要
Ｘ Ｙ Ｘ’ Ｙ’



摘　　　要
良 否

様式　３－３

受注会社名

鋼 管 溶 接 、 塗 覆 装 点 検 表

工　事　名

測　 定 　者 

測定位置 工　　　種 項　　　目
判　　定



c
'

a'
 
 

 
a

c
●
b

d
 

 
b'

d'

（
受
口
側
デ
ー
タ
記
載
）

（
挿
口
側
デ
ー
タ
記
載
）

（
参
考
）
標
線
に
よ
る
計
測
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
イ
ン
ト
間
隔
＝
受
け
口
長
l 2
－
（
標
線
長
ｈ
－
測
定
長
ｘ
１
）

標
線
に
よ
ら
な
い
計
測
　
　
　
 ジ
ョ
イ
ン
ト
間
隔
＝
受
け
口
長
ｌ 2
－
（
管
有
効
長
L
－
測
定
長
x 2
）

様
式
　
３
－
４

管
水
路
ジ
ョ
イ
ン
ト
間
隔
測
定
結
果
一
覧
表

工
　
事
　
名

受
注
会
社
名

測
　
 定
 　
者
 

管
種
名

（
呼
び
径
）
測
定
年
月
日
測
定
位
置

（
管
番
号
）

測
定
値
（
接
合
時
）
管
理
基
準
値
判
定

d
平
均

a
備
　
　
考
測
定
年
月
日
測
定
値
（
埋
戻
後
）
（
参
考
）

規
格
値
判
定
備
　
　
考

b
c
d

a
b
c

２
．
（
参
考
）
規
格
値
は
埋
戻
し
後
の
値
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
４
箇
所
の
う
ち
１
箇
所
で
も
こ
の
値
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

測
定
箇
所

３
．
測
定
は
、
呼
び
径
７
０
０
m
m
以
下
の
場
合
は
管
の
外
か
ら
測
定
し
て
も
良
い
。

ま
た
、
埋
戻
し
後
の
測
定
は
、
原
則
と
し
て
呼
び
径
７
０
０
m
m
以
下
の
測
定
は
必
要
な
い
。

４
．
管
の
外
か
ら
測
定
す
る
場
合
の
測
定
位
置
は
、
a'
、
ｂ
'、
ｃ
'、
ｄ
'の
位
置
と
す
る
。

注 ）
１
．
管
理
基
準
値
は
接
合
時
の
値
で
あ
り
、
４
箇
所
の
平
均
と
す
る
。

N
O
.○
○
受

　
　
〃
　
　
挿

５
．
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
複
合
管
の
Ｄ
形
の
場
合
は
、
受
口
側
と
挿
口
側
を
各
々
測
定
す
る
こ
と
。

＜
記
載
例
＞
測
定
位
置

測
定
値

a
b
c
d
平
均



２． 測定については「土木工事施工管理基準」別表第１ 直接測定による出来形管理　管水路工事　管水路（埋
設とう性管）の測定基準による。

３． 矢板引抜き時の測定は、「管頂埋戻し時」の欄に測定値を記入する。

ΔＸ
×１００（%）

２Ｒ

ΔＸ＝[2R-(Ｄυ+t)]又は[2R-(Ｄh+t)]

2R：管厚中心直径

マーキング位置における測定値を記入する。

t：管厚

注） １．

たわみ率の計算

様式　３－５

埋 設 と う 性 管 た わ み 量 管 理 表

測　定
位　置
（管番号）

管据付時 管頂埋戻し時

% ㎜ %

D+t（㎜）
（内径）（管厚)

Ｄυ
たわ
み率
Dh
たわ
み率
Ｄυ
たわ
み率

たわ
み率
Ｄυ

%㎜ %㎜ % ㎜

Dh

埋戻し完了時

たわ
み率
Dh
たわ
み率

㎜

工　事　名 受注会社名

管種(長さ） 測　 定 　者 

% ㎜



様
式
　
3
－
6

設
計
値
と
の
差

番
号
測
定
年
月
日
設
計
値
判
定
設
計
値
検
査
値

３
．

鉄
筋
間
隔
の
許
容
誤
差
は
±
φ
と
す
る
。

判
定
欄
は
合
格
、
不
合
格
を
記
入
す
る
。

か
ぶ
り
の
許
容
誤
差
は
±
φ
か
つ
最
小
か
ぶ
り
以
上
と
す
る
。

１
．

記
入
事
項

２
．

測
定
箇
所
　
：
　
（
設
計
上
の
位
置
及
び
名
称
）

鉄
筋
組
立
検
査
結
果
一
覧
表

判
　
　
　
　
　
　
　
定

判
定

か
 ぶ
 り
 （
㎜
）

設
計
値

中
  
心
  
間
  
隔
  
（
㎜
）

検
査
値
判
定

測
　
 定
 　
者
 

工
　
事
　
名
　
：

工
　
種
　
名
　
：

受
注
会
社
名
　
：

備
　
　
考

組
立
状
況
（
継
手
長
、
曲
げ
状
況
、
結
束
等
）

径
(㎜
)及
び
本
数
(本
)



設計支持力：

杭配置図
適用公式名：

様式　４

杭打ち成績表

ハ ン マ ー
落下高(㎝)

打込回数
リバウンド
(㎝)
平均沈下
量(㎝)

杭打込み
月　　　日

杭番号 杭規格
測  定  時
杭深度(m)

工　事　名　： 受注会社名　：

工　種　名　： 測　 定 　者 

支持力(kN) 摘要



様式　５－１

（品質管理関係）

2.33 0.58 2.11

記
入
要
領

１． 「項目名」はコンクリート（セメントの物理試験）、道路工（含水量試験）等の品質
特性を記入する。
２．

工 事 名

工 種 名 （ 名 称 ）

項目名（品質特性）

「月日」の欄は測定年月を記入する。
3 1.69 1.02 2.57

３． 「番号」の欄はSTA又はロット番号である。
4 2.06 0.73 2.28

４． 「測点」の欄は当該測点番号を記入する。
5

d2 A2 D4

2 1.13 1.88 3.27

ｎ

小 計

（注）
記
　
事

１． 管理限界線の引直しは、5-5-10-20-20方式
による。
２． 21組から40組までは別のデータシートに記
入する。以下、20組ごとに同様とする。

小計     

作 成 者

X

間 隔

累 計

平 均 X

小 計

R

20

19

18

 

17

16

7

  

15

11

14

 

13

12

10

小計

9 平 均 X R

累 計

6

8

  小 計

1

2

4 平 均 X R

小計   

5

R

累 計

ΣX

3

平均値 範囲

X R
月日 測　点

組番
の号

測　　定　　値

X1 X2 X3

作業機械名
+ -

計

日 標 準 量

資
料

大 き さ

X ‐ R 管 理 デ ー タ シ ー ト

設 計
基準値
Ａ

規格値
限　界

測　定
単　位

上限 下限

測 定 者

受注会社名



 

2.57

「測点」の欄は当該測点番号を記入する。
5

「月日」の欄は測定年月を記入する。

0.73 2.28
４．

2.33

1.13

1.02

「項目名」はコンクリート（セメントの物理試験）、道路工（含水量試験）等の品質
特性を記入する。
２．

ｎ

1.693
「番号」の欄はSTA又はロット番号である。

4

1.88

（注） １． 管理限界線の引直しは、5-5-10-20-20方式による。

２． 21組から40組までは別のデータシートに記入する。以下、20組ごとに同様とする。

１．

2記
入
要
領 2.06

3.27

小 計

特
記

0.58 2.11

３．

d2 A2 D4

小計  

R

 累 計

平 均 X

 

 

作 成 者項目名（品質特性）

 

 

測 定 者

 

 

 

工 種 名 （ 名 称 ）

 

 

工 事 名

 

受注会社名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ΣX

 

平均値 範囲

 

X R
月日 測　点

組番
の号

測　　定　　値

X1 X2 X3

計

作業機械名

日 標 準 量

資
料

大 き さ

間 隔

様式　５－２

設 計
基準値
Ａ

規格値
限　界

測　定
単　位

上限 下限

+ -

X ‐ R 管 理 デ ー タ シ ー ト



　
1
.管
理
図
は
、
別
紙
X
-
R
管
理
デ
ー
タ
シ
ー
ト
か
ら
記
入
す
る
。

2
.記
事
欄
に
は
、
異
常
原
因
、
そ
の
他
必
要
事
項
を
記
入
す
る
。

注
）

記
事

X R

組
の
番
号

作
業
機
械
名

測
定
単
位

測
定
方
法

名
称

様
式
　
５
－
３

品
質
特
性

X
-
R
管
理
図

設
計
基
準
値

　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

受
注
会
社
名

現
場
代
理
人

測
定

者

下
限
値

試
料
間
隔

工
事

名

日
標
準
量

上
限
値

規
格
値
限
界

事
業
所
名

期
間
自 至

大
き
さ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．以下、最近20個（平均値　x　を1個とする）のデータを用い、次の10個に対する管理限界とする。

注） １．規格限界、設計基準値は設計図書に定められた値を記入する。
２．管理限界線の引直しは5-3-5-7-10-10-10方式による。

（備考）　　　　　　　　　　　管理限界計算のための予備データの区間を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理限界計算のための予備データの区間を示す。
上記の管理限界を運用する区間を示す。

5 2.33 2.11 1.29

4 2.06 2.28 1.46

3 1.69 2.57 1.77

記　事 n d2 D4 E2
2 1.13 3.27 2.66

小計 小計

累計

平均 X = Rs = Rm =19

18

D4・Rm =

17

D4・Rs =

16

X±E2・Rs =

15

14

20

小計 小計

Rs=X =
13

平均

累計

D4・Rm =

Rm =12

D4・Rs =

11

X±E2・Rs =

10

9

小計

Rm=
小計 累計

平均 X = Rs =

D4・Rs =                 D4・Rm =

8

X±E2・Rs =

7

6

小計 小計

累計
X = Rs= Rm=

Rm

4 平均

X Rs3

D4・Rm =
2

1

5

移 動 範 囲
Rs

測 定 値 内
の 範 囲
Rm

X±E2・Rs =

D4・Rs =

測 定 者

月日
試験
番号

測 定 値
計
Σ

a b c d

平 均 値
X

現 場 代 理 人

測 定 単 位

設 計 基 準 値 作 業 機 械 名 作 成 者

下 限 値 間 隔

規格
限界

上 限 値
試料
大 き さ

日 標 準 量

測定
期間

自 年　　月　　日

受 注 会 社 名

品 質 ・ 特 性 事 業 所 名 至 年　　月　　日

名 称 工 事 名

様式　６－１

X-Rs-Rm 管 理 デ ー タ シ ー ト



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．以下、最近20個（平均値　x　を1個とする）のデータを用い、次の10個に対する管理限界とする。

注） １．管理限界線の引直しは5-3-5-7-10-10-10方式による。

（備考）　　　　　　　　　　　管理限界計算のための予備データの区間を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理限界計算のための予備データの区間を示す。
上記の管理限界を運用する区間を示す。

5 2.33 2.11 1.29
4 2.06 2.28 1.46
3 1.69 2.57 1.77

 

記
　
事

n d31 D4 E3
2 1.13 3.27 2.66

小計   小計
累計    

Rm =
 

平均 X = Rs = 

 
  

 
  X±E2・Rs =

D4・Rs =

D4・Rm =

 
 

 

 

 
小計 小計    

累計   
平均 X = Rs = Rm =

X±E2・Rs =

D4・Rs =

D4・Rm =

 小計   小計
   

Rm =平均
累計

X = Rs =

X±E2・Rs =

D4・Rs =

D4・Rm =

小計 小計
累計

X = Rs = Rm =

Rm 
平均

X Rs

移 動 範 囲

Rs

測 定 値 内

の 範 囲

Rm  
X±E2・Rs =

D4・Rs =

D4・Rm =

a b c d Σ
月日
試験
番号

測 定 値 計 平 均 値

X

様式　６－２

X - Rs - Rm 管 理 デ ー タ シ ー ト の ２



　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

様
式
　
７

X
-
R
s
-
R
m
管
理
図

設
計
基
準
値

工
事

名

規
格
値
限
界
上
限
値

事
業
所
名

名
称

日
標
準
量

期
間
自

　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

品
質
特
性

　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

測
定
単
位

下
限
値

受
注
会
社
名

試
料
大
き
さ

現
場
代
理
人

至

作
業
機
械
名

間
隔

測
定

者

測
定
方
法

X R
s

R
m

組
の
番
号

記
事

注
）
１
．
管
理
図
は
、
別
紙
X
-
R
s-
R
m
管
理
デ
ー
タ
シ
ー
ト
か
ら
記
入
す
る
。

２
．
記
事
欄
に
は
、
異
常
原
因
、
そ
の
他
必
要
事
項
を
記
入
す
る
。
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